
円盤銀河の質量分布を求める為に、回転曲線の研究がこれまで行われてきたが、天の川銀河は外
から観測できない特殊な銀河の為、特に太陽より外側の回転曲線の精度が悪かった。
太陽より外側の高精度回転曲線を、VERAを用いた位置天文観測により構築するプロジェクトを、

2009年より始めている。本ポスターでは、プロジェクトの進捗と結果を報告する。
現在、どの銀河よりも高分解能の回転曲線が、VERA, VLBA, EVNの観測により得られており、

(i) ダークマター成分, (ii) 動径方向の振動成分 ---->スパイラルの効果(?)

が見えている。今後Gaiaの結果も加えると、ハローまで含めた銀河系全容の理解が期待される。
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2014年度に行われた観測体験実習で、八重山高校の生徒が、
22 GHz水メーザーを新発見した。
現在、2015年春のジュニアセッションでの発表を検討中。
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A large amount of 

dark matter !

Grand Rotation Curveの作成！

Deason et al. 2012

ダークマターハローポテンシャルのパラメータ(銀河のビリアル
質量とハロー中心集中度)を変えた時の、様々な回転曲線。
VLBI位置天文観測でディスク成分を分解し、Gaia位置天文観

測でハロー成分を分解できれば、銀河系力学構造が明らかに
なる。

距離指標(e.g, BHB星) with GaiaVERA

新しいメーザー天体を発見し、RCの作成！
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BGPS(Bolocam Galactic Plane Survey)

カタログ(上図)には、8358天体の星形成
領域(候補)がリストされており、サーベイに
使える。

Shirley et al. (2013)

5点法観測の結果
CO(2-1)輝線強度

新発見！
Bieging & Peters (2011)

等高線は、1420 MHz連続波強度.
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最新の銀河系Rotation Curve！
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テーブル：
現在、ORC天体は76天体リストされており、その内14天体
は論文が出版されている(VLBA, EVNの結果も含む)。
データが取れていて、論文が出ていない天体は14天体ある
ので、即急に解析する(共同研究者求む！)。
上図：
100天体以上の位置天文観測の結果に基づいた、RC.

外側でのダークマターの寄与や、内側での正弦関数的な振
る舞いが見られる。スパイラルアームの効果を示唆する。
左図：
ORC天体と、Reid+14の結果をl-V図上に重ねた。今後も、
ペルセウスアームやアウターアームの観測結果が多く出て
くる事が期待される。
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